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セーフコミュニティニュース 第24号
月 刊 ～世界の安全は“みのわ”から～

アジア認証センターから認証内定を受けました
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　2月下旬、アジアのセーフコミュニティ認証センター（韓国　亜州大学）からセーフ
コミュニティ認証内定通知が届きました。これは、12月に提出した申請書と1月に行わ
れた現地審査の結果から、箕輪町が、ＷＨＯセーフコミュニティ協働センターが提唱する

「国際セーフコミュニティネットワーク」
メンバーの条件を満たしていると認め
るものです。これまで各団体の皆さんを
はじめ、多くの方々にご協力をいただ
いた結果です。皆さんのご理解とご協
力をありがとうございました。
　今後、これまでの経験などを国内外
のコミュニティと共有することによって、
セーフコミュニティ活動を一層推進でき
るよう引き続き取り組んでいきます。

　日本経済は、昨年3月11日に発生した東日本大震災をはじめ、地球規模で低迷する経済情勢、混迷する政治情勢、過去に経験し
たことのない円高の進行など「未曾有の時代」に直面しています。こうした時代にあって、活力あふれる元気なまちづくりをより
強力に進めるために、「安全・安心なまちづくり」を最重要課題とし、積極的な財源投入による諸施策の展開を図ります。
　時代の変化とともに薄れつつあった連帯と絆は、東日本大震災によって見直されることとなりました。人と人との絆、地域のつ
ながりの大切さを実感する、大きな変革 “チェンジ”の時を迎えています。人としてのあり方、生き方をより大切に、これまで行っ
てきた「安全・安心なまちづくり」を主軸に、心から「住んでいて良かった」「住んでみたい」と思っていただけるまちづくりに
努めていきます。
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平成24年度

箕輪町 つの重点施策5
町では、次の5つの重点施策を展開します。

行財政改革の継続推進による
町の体質強化
　自治体運営について、200人規模の
少数精鋭体制を推進します。
　さらに、日常の仕事を通じての人材
育成と同時に、県内外、中央省庁など
への派遣研修を行うことで積極的な人
材育成を図り、職員の質的なレベルアッ
プを図ります。

幼児から中学生まで一貫した
「ひと味ちがう箕輪の子ども」育成事業
　町で育つすべての子どもの健やかな成長、豊
かな人間性や強く生きる力を育むことを目指
し、「運動あそび」「英語あそび・英語教育」「読
育」「食育」の４つを柱に継続して取り組みます。
特徴あるこの事業を充実させることにより、「子
育て日本一の町」として町内外へ発信し、次代
の担い手の育成を図ります。

「元気はつらつ箕輪の大先輩」
事業への取り組み
　町に住む高齢者の皆さんが毎日健康で
明るい生活を送り、地域の絆がより強く
なることをねらいとして昨年10月から
開始しました。今年度は、長寿クラブへ
の加入や活動に応じて付与されるポイン
トを地域通貨「箕」として還元することで、
町内の商業活性化も図ります。

安全・安心なまちづくり
（セーフコミュニティ）の推進
　安全・安心なま
ち「セーフコミュ
ニティ」の実現は
全ての人々の願い
です。平成24年度
は以下6つの事業
に取り組みます。
①ＷＨＯ（世界保健機関）によるセーフコミュ
ニティ認証取得
②防災行政無線のデジタル化
③自主防災組織の育成
④街路灯・防犯灯のＬＥＤ化
⑤消防団体制の充実強化
⑥気象観測装置の設置

イコール or ベターの観点から
福祉水準の向上
　福祉に関わる諸施策では、他市町村と
の比較で「イコールorベター」（同様かそ
れよりも上）を目標とし、様々な取り組み
を行ってきました。平成24年度も引き続
き充実した福祉諸施策の進展を図ります。
①医療費一部助成対象者を中学生まで拡
大（平成22年度から）
②診療報酬明細書1件あたりの自己負担額
を300円に据え置き
③歯科ドック事業の充実
④みのわ健康アカデミー・健康ブランド化
事業の推進
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次回の箕輪町のすがたは
4月28日（土）掲載予定です。今月は、平成24年度、町が進める「5つの重点施策」についてご紹介します。
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アナログ29ch・デジタル512ch携帯電話用ホームページ
ICT1チャンネル（放送日／毎週土～日曜日）

ICT箕輪専用チャンネル（放送日／毎週土～翌週金曜日）

総務課 総務広報係まで
（内線104）


